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国土 り用計画法の ．らい

土地は現在か ら将来までのｍＲ全体のための限ら

れた資蠢であ り生活の基盤です。

一人の大が土地を 利ＪＩすれば、地域の人参 の生活

や自 然環境に も影響がある ので、自 恍勝手な土ｊき利

用は、■ りの大湊 や将来の人参 にまで迷惑をかける

ことになるかもしれません。

土兎はｊ七城全体の住みやすさ や自 然環境と の・ｉ口

などを考えて、適ｍに利Ｊ≡目する ことが大切なのです。

このため、国土利 丿目 計画法で は、 ＩＬ開発や無秩序

な土迦利 万１ をに止するために、一定面積苟、上の大規

模な土地の１１又ＳＩ をしたときは、都道府県などにその

利ＪＩ目 白そ］な どを■け羝る こと としてい ます。

そし て、 都道府県など は、 Ｊｉ け出 を審査し、様４

届出の

な土ｔｌ ｌＪ Ｊ１１に 関する計・に・ら して、Ｊｉｉ をした方

に対 し、 適ｊＥな土地利用 を回るために必Ｓな勧告や。

助貫をするこ とができます。

Ｉ　 これ は、 例えば大規模な土地取５１ をした後 には、

工場跡地に商業施設を建てたり、Ｌｊ』林を開発して宅

ｊｉを造成するな ど、 ｇｊ ２！加域に与える影響が大きい

場合があるからです。

このようにｍ土ｉｌ」 只１計画法の 「Ｓぱ１制度」には、

土地利用 をする方４に対し、土地取 ｉモ；｜ とい う早期の

段階から 計画 に従 った適ｉＥな土地利ｇｌを お願いする

こと によ り、 快適な生活環境や暮ら しやすい地域づ

くり を推進する役割があり ます。

な土地　 ｉｌｌ　ｌ

次の条件を満たす土地売買等の契約を締結した場合には届 ｉが必要です。

取ｉＥＩ　Ｉの形態

○売買　　　　 ○代物弁済　　　 ○現物哉資

○交換　　　　 ○共有持分の譲渡　○地位譲渡

○售業譲渡　　 ○地上権 ・賃借権のａ定・ 譲渡

○譲渡担保　　○予約完結権 ・買戻権等の譲渡

○信§モ受益権の譲渡　○第三者のためにする契約

（Ｘ これ らの １１又５ １の予約である場合も含みます。）

ａｉｌｌ ｌの規模 （面積要件）

①市９ｊ化【Ｘ域
（鬼北ｍ’ｒ には該当 区域なし）

②「①」を除く都市計画ＩＺ域
（鬼北ｌｒｒ ：近永・ 芝・ 永Ｓ市・ 中野 ＪＩＩ

奈良 （下 ・中 組） ・ｍ遠・ 清延

内Ｊ ｍ・ 出目）

③都市計ＳＺ域な外の【Ｘ域

２，０００ｎイ以上

５，０００ｒｒｆ以上

１０，０００祗以上

一団の土地取ｉｌｌ　ｌ　（事ＩＪｉａｌ・のｌ１台）

個ガ の面積は小さ くて も、 権利 １又得者 （売買の場合であ

れば買主）が権利を１へ又得する土地の合計が左Ｅの面積

谿、上となる場合 （→ 「買いの一回」） には届払が必Ｓです。

買いの一団

Ｓ，ｌ

ｅ
ｅ

１
１

１
１
ｓ ９９
●Ｓ ＳＳＳ

ＩＳ

売る人　 （土地）　 買う人

ＥＩヨさんー （い）

乙さんー （ろ）

丙さんー （は）　　Ａさん
丁さん　　 （に）

－

（い 十ろ 十は十に）≧一定の面積

このよう な場合にはＳ は１が必Ｓです。



手続の流

土地１１又Ｓ 目こ係る契約 （予約を含む。） をしたと きは、権

利な得者 （売買の場合であれば買主）は、知事（政令指

定加市の湊合は市長） あての■奥書 に、 必Ｓな書ｎを添

付して、 契約を結んだ 日を含めて２戔ヌ荀丿剌に土地の所

在する市Ｆｒ村役場へ・け胝てください。【事後■ｉ制】

Ｓけｉを・けた知事（市長）は、利ＪＩ 目ｔ。］について審ま

を行い、 公表された土地利Ｊ１１に関する計画に適合しな

契約 皿
　Ｒ
め
締
Ｓ
日
を
き
め
て
２

自
問
な
｛
四

利

Ｓｉ者

土地の権利１１又得者 （売買の場合で

あれば買主）

届は１期限

契約締結 日を含めて２ 週「ＢＩ な内

（事前・ｉの場合は異なります。）

・ｉ窓口

土地の所在する市町村の国土利用

計画法担当課

（鬼ｊヒ Ｆｒ ：建設課）

送付

意見

■は１

い場合、 ３週間（審ま期間のＳＲ３知があっ た場合には、

６週間な Ｆも の延Ｒされた期『ＨＩ 』な内に、利 Ｊ≡目目 ｔ。］の変ｔ

を勧告し、その是ｊＥを求める ことがあ ります。

また、土地の利ＪＩ目 的について、 適ｉＥかつ合ミ的な土

地利用を図るために必要な幼君をすることがあり ます。

なお、Ｓ ｉｙ目紙は市Ｆｒ村のｍ土利Ｊ≡目 計画法担色課 （鬼

北ＦＦ： 建を課） 窓口 にあ ります。

利Ｊｉｌ 目的の

※勧告を しない場合の

通知はほ則と して行

われません。

従わないＭ＝

審査 ｙ、Ｕｋされている土がＩ圖に関する計画に
適合しない場合には勧告するこ とがあり

ます。

※勧告に従わない場合には公表する ことが

あり ます。

※適ｊＥかつ合ＩＩ的な土

地利用を図るために

助言する ことがあり

ます。

Ｓｉのポイント

主な届は１事項

①契約当事者のＲＳ・ 住所等

②Ｒめ締Ｍ年Ｊ１日

③土丿七の所在八び面積

④土ｊｔに関する権ｉｌ」の皿ＩＪＲび

肖容

⑤１１又４した土ｊものＩＥＩＪＪ１１ 日白タ］

⑥土兎に関する権１ミｌ」のガイｉｉの額

（詳 しく はＥ載例を参照して下さ

い。）

提ぱＳする書類

①■ ｉ書 （２部）

②土丿七１４又６ １にイＩ覧るＲめ書の万し又

はこれに代わるその他の書類

③土覓の位慝．を回らかにした縮尺

５万分の １以上の地形図（必要に

応じて）

④土丿七八びその付砥．の４犬Ｓを回ら

かに した縮尺 ５千恍の １諂、上の

図ほ（市街化【Ｚ域においては、住

宅丿庖回等により③と兼只ｌｉＴ】

⑤土迦のぞ１犬を回らかにした図面

⑥その他 （必きに応じて委任状等）



届ｌをしないと

法律で罰せられます。

土丿加が３にｉるＲＩ゛Ｊ （予 ｉ゛Ｊを含む。） をした日 をきめ７二　 ｜｜
２週聊函、内 にＪｉｉ をしなか った り、 偽り の届 は１ をす ると、

６ヶ Ｊ≡ｌ以下の懲役または１００万Ｐヨ以下の罰金に処せられます。

また、事前ｌｉ制においても、 ■ぽｉをせずに契約（予約を含

む。）を した り、 偽りのｌｉｌ七をすると、 同様に罰せられます。

ご注意ぐ Ｆ
ＶＸが

价 、ｙ　　　　　、　　　　ぷ

几匐§）Ｒ

Ｘ

下Ｅの【Ｚ域が指定される と、 その【Ｘ域Ｆ大１の土ｊ４ｈＲ５日こついては契約（予約を含む。 ）締結前にｉｍが必Ｓとな

ります。 この場合には、土地の利Ｊ≡目 目的に加えて、１又５ １価格が著しく適ｍを欠く場合、１へ又ＳＩ の中止又は変１１を勧

きするこ とがあり ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【事前届ｍ制】

注視区域 （愛媛！Ｊ１１においては、３１！在、 【ｚ域指定はされていません】

ｊ吏価が一定の期ＭＦ大１ に社会笳。］経済白そ］事情の変動に回らして相芭なａ度をａえて上４ し、 又は上昇するお

それがあ り、 これによ って適ｊＥかつ合ミ白そ］な土ｊき利ＪＩの確保に支障を生ずるおそれがあると認められる［Ｘ

域と して、都道府ほタミロ事又は政令指定都市のＲが指定した［Ｚ域

｀勞、売 りの一日］の土地１又５１ も■ｉが必Ｓになります。

監視区域 （愛媛リＲにおいては、１１在、ｌｚ域・定はされていません）

地価の急激な上昇又はそのおそれがあり 、これによって適ｊＥかつ合ミ白そＪな土地利万１の確保が困難となる

おそれがあると認められる 【Ｚ域と して、都道府リＲ知事又は政令指定都市のＲが指定した【Ｚ域

※回積要イ牛は都道府県知事又は政令指定都市のＲが規！！｜】で定める面積猖、上とな ります。

※現在指定されているｎ視［Ｘ域については、ホームページで回覧ができます。

Ｕ　Ｒ　Ｌ　：　ｈｔ ｔｐ ：／／ｗｗｗ．ｍ ｌｉ ｔ． ｇｏ ．ｊ ｐ／ Ｃｏｍｍｏｎ ／００１ ２０００５９ ．ｐｄｆ

※売 りの一回の土地ＩＩ又 ５１ も届胝が必Ｓにな ります。



００ ４知 弗　 ｌｋ

きり湊き （譲曳人）｜注） １参照｜

住所 予ムムム ームムムム
ｉ

ムム渠△乙市 ム△ｗＴムＴａム

氏も　ムム オま式を糅
イり奥旆４、　 ふｅ －９

（四考） 爲参謀　 上－ ｇぷが

電話　心４６－ムムＡ－ ぷぬムム

土ｌｔ！１売 Ｘ等 Ｊｌｉ

⑩

市ｉＴ村 あを

区　　 分を

受き 番号を

きき 番号を

○○ 年Ｑ ＯＪ４０ ０日

他
日
日

一貸
日
ハ
目
‥

ｔ
年
年

●所 単
第
第

回
号
号

様式は建ａｉ にあ ります。

■土利Ｊ１１ 計画法第 ２３ 条第 １４の・定に基づ き、 土地に関す叉ぎ］Ｅｊｊシ （ｔ 上権 ・賃借権 ・そ の他）べきｉシ（ａ４ｒ） をする契約の締結に
つい て、 下記のと おり ｓけ 出ま す。

記

Ｒめ の杜ｌ手 方等

に関する 事項

番
号

土

地

関
　

す
　

る
　

事
　
項

１

２

３

番
号
　
１

予○○○

○○

登

契約 のｔ目手 方（譲渡 人） の住所
－○ ○○○

１１、ぐＤＯ 畢ＯＯぢ Ｑ（フＴｇｏ

ま１

○

又り
　
○

利用の

現　況

工場

ク

２　ｊＳ４１１１１４ｔ
３

注） ３参照

土事

ｔ項
の

利

用

目

的

等

に

関

ず

る

所

記

字

ぢ

利
　

ｍ
一
　
目

簿

地　番

○○○

○○○

在

住　 居　 表　示

○０ １Ｔ Ｏ丁 目○

４　　　　　０

氏

大よ４え却

地

を記簿

４：だ

み

ネ

目

現　況

き：　Ｘ

ｙ

Ｍｉ　 ｉ　 に　 係　 る　 権　 利　 ぷ　弗

有
所住
し
の
乃
″

所
者
ま
有
鰒

所

移６又は鼈定

概要　 に｛来る ４加

種別　 Ｆ大ｌ容

や４４１

／
　
　
　
　
　
　
　
　
／

Ｅ
　
　
　
　
　
　
　
　
心

だ
　

゛
　
　
　有
ぶ

を

権

所有 者の 八ネ

移　転　又　は

所　　　有

所有者の 住ｙＷ

饋

Ｍ’キ　 １　 ４、Ｊ
地　上

か縦 Ｍ間　残

ａ　　　き

に
積
　

’
‘

ｒ
／
り

関　す

（ｍ２）

㎡

ぶ汐 かａ

／ぶ　　ぶク

ｊそ　有

種　 Ｓｊ　 Ｆメ１　容

。お

ｙ
閃

権
存
　
り

繩

の

契約 締結 年ｉｘ　ｘｘ

：　 年　　 Ｉ　 Ｊｊ　　 ：　 １１

０： Ｏ　 ＯＩ Ｏ　 ＯＩＯ

面

を記 簿（ ｎｆ）

／ら ククク

／ぶ ぶ｀

積

実　 測（ ㎡）

／ぶ，ク タタ

／ぶ『

ＩＭ’／ ４／ ぶｒ ｎ？　ａ十 Ｚぷ，／ ｇぶ’ｎｌ

権　利

外

者
八
利

権
権

レ

の

の　 権　 利　　注）２参照
を所　 権利 者の Ｒ：も

○○ 参ＯＱ　Ｓ７ くフ フｇＤ

７’ ７；ｙＳぶ‾”そ ａ　１４１
ａｔ にｇｉる 権利 な夕１ヽ の権 利　・
１１　　　　　１　有　権　ぷ　夕１・　 の　 権　手ｌ』
所有・の氏ｔ　■ＳＩＪ Ｆ’９さ　権１ミｌｌ者の住 ｉヲｉ　 が１１４のｆｔｉ

さ
　
　
７

は　 賃　借　権　の　場

り’

ｌ・ ・弗 ・ｉのＳ・１ 地代 （年

対
価

る
単

計　ａ

千

ぷ／ぷ

鳬途等

白’ハ

し

価　の

（Ｒノ岷）
千　　　 ｌｌｌ

ぶク ダク ・７

／／　　クク

平均 （（ ｂ） そー （ａ ））

ｎｆ　　　　　　 白’ カ　　　 ベ・・　　 Ｓ１１

ｆク ク　　　　　 ぷク ど？ ジタ

八
口
額 Ｒ）

レ

額　等

鴪価 の額 （Ｆｒｊ）

タぶ ｊ゛，心・ぶ，ク 心・

／。Ｐタ フ， １タク

や廝Ｊ１１　ｙ愾きを　３裸き１蹟か２，に・・タ・’・

そｔタ黎、　 ぶヽｇア Ｃ一タｊＦ虍 ／・。。ソ
Ｍ’ぞ４だ　　か７４１、タ４まあ４傳、 ｊｌＱＩ

め譬燧辟６
利万ＩＥ 画の

概　　　　要

その他参考と

なるべき事項

ｏ　（：）　１１ｒＴ ＯＴ 籾１郷ご． 利用 目的に係る
土ｔの面積

人工 ・率　 ７タ ータ ダＳ　計画 人口

その 鳬　Ｗｔまｆｆ．１！ｉｌＭ７　ｇ・４嶬

・Ｖ

特　記　事　琢、

ｙｆ ＺＩりｙ

工作物等 に珮する 対価の額等
種　類

工場

計（ ｂ）

白．り　　　 ｆ・

タぶ タｆ タ７ タ・ン
Ｍ
汐

十

自・　Ｉ，り

２６ ａａ　　人

冫

ぐ

ｒ　　　㎡

クク ジど〉ク

４゛Ｘタ？

Ｖ

タす 価の 額（Ｒ）
ａ，む　　　千

１ぶ クタ クタり

※利
ｍ
…
の

現
況

の
変
更

ｍ
‥
ク

注）４参唇

ｉ

１７ ヵ　　　 ｒ・　　 ［ｉｌ

ぶぶ クク クタ クａ

無

４号ｊの 土き は、 在だＪＫｙｌ をか 、た ・６ ｇリラ八 ぎ鏡土ｊ・ｌ 回１ 資ＩＸ、、ｆｊ！１・　Ｚ　ｇＦ　そｆ
り４Ｓイギ峭ゆぎＣポき２呀／ゆｅ褫ほぶ｀邱りヽ・・４ヨベ いろ．　　　　　　　 ｜往）５参獸」

番
号

１
２

３
番
号
　

１
２
３

ｌｌ類

エ４

叙わし

概要

移転又はａ定の態様

４Ｗ
タ

地目 （ａ Ｒ）

をだ

７

有

八

地
面

土
　
Ｅ

百力

／



阻）ゾ

代ミ人による届芭の場合には、 代理権

め所在およびその範囲を証する書面を

添付して下さ い。

匹］
届芭に関する権利が地上権、賃借権ま

たはこれらの権利の取得を目的とする

権利である場合は、これら の権利の Ｎ大丿

容（抵当権等の土ｊきに関する所有権以

外の権利、存続期間、 残存期間、堅固

・非堅固の別、Ｊき代のほか権利設定に

あた っての一時奈の有無、 増改築の

禁止などの特約の有無、登記の有無

など）を記載して下さ い。 （必要に応じ

て、 「その他参考となるべき事項」 の欄

または別紙に記載して下さい。）

｜ぼ）３１
届范の対象と なる 土地 に関する権利の

移転等と併せて、 その上ｔに存する工

作物等について権利の移転等が行われ

る場合に は、 工作物等の甄１容 （住宅・

杉林等の別、 延べ面積、構造、 樹種、

本数、権利の種別など）を記載して下

さい。（心要に応じて、「その他参考と

なる べき事項」の欄ま たは別紙 に記載

して下さ い。）

言罔
「工作物等に関する対価の額等」の欄

には、消費税額（麑方消費税額を含み

ます。） に相肖する額を含んだ額を記

載し て下 さい。

｜注）５１
届出に係る上地に関する権利の移転ま

たは設定をする契約と一体とみなされ

る契約（土地 に関する 契約 に付随しま

たは相肖因果関係を有すると認められ

る支ｍを内容とする契約く例： 営業補

償、 移転料〉 。） を行つた場合には、そ

の契約の鸚容を届出書の「その他参考

となるべき事項」 の欄に記載して下さい。

ｙｌ
Ｗ

ｃ二こり

／

記入上の注意

６

１　 ｀勞、印のある欄 にはＥ載 しな いこ と。

＠「Ｒも」の欄には、 ま人にあっては、 そのも称および代表牴

の氏もをＥ載すること。

＠「戛号」の瓶の苓号にガホして、 一冪の土兎ごとにＥ載す

るこ と。

ｅｒ兎目」の鼈には、 日ヨ、畑、宅た、包林等の区ｊｌｌ』によりＥ載す

るこ と。

＠「概要」の鶚には、を呶物そのイｔｈの工鸚物にあっては、 ほべ

面積、構造、 使肖１年数等を、 木竹 にあ っては、 樹種、樹齢

等を記載すること。

＠「ＳＥ又はａ定のＳ様」の欄には、売買、 交換等のＲＥＪ京因

の区別により 記載する こと。

「ｊ ｌＪ ＪＩ 目白タ」 」の欄には、 Ｊ干１途、規模等当該土」きの手｜ＪＪＩ目 白そ］を

ｉＴ能な限り詳細に記載するこ と。

＠「人工面率」の囑には、 ５ｆｌＪ ＪＩ 目白りこイ奈る土丿台の面積にさめ

る樹林地、草地、 水２地、 岩Ｅ地及び砂地（農地、採草放

牧地および芝生、 庭園木等の植栽された土地を除く。 ）以

外の土地の面積の割合のＥＥｇｘ及び計画をＥ載する こと。

＠「計画人口」の欄には、 イ圭市回ｔｔｈにおける９定人口等をＥ

載するこ と。

＠「そのイｔｈ参考となるべき事項」の鶚には、 土丿七に関する権

利の移転または設定と併せて権利の移転またはａ定をす

る工作物等ｘｊ、外の工作物等に関する事ＪＩその他をＥ載す

るこ と。

令和６年１０Ｊ］ 発行

鬼北ｍＴ Ｉ大｜の土地取ｉ３１ の・ ｉ、 詳し いこ とのお問 い合わせ は、

鬼：ｌヒ ＲＩ役場　建設ほまで

（０８９５） ４５ －１ １１ １（｜大Ｉ線）２４１１


